
Ⅳ 京都市を除く教科の調査結果の概要 

１ 教科の概要（京都市を除いている。） 

 

 

 

 

 

（1）小学校国語 

    ・他の領域に比べ、書くことの領域に課題が見られる。図表やグラフなどを用いて、 

自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかをみること（府 

正答率26.4％、無答率5.5％）に課題がある。 

    ⇒考えの形成を基に記述する資質・能力に関して系統的に指導することが重要。目 

的や意図に応じて書き分けたり、図表やグラフなどを用いて自分の考えが伝わる 

ように書き表し方を工夫したりすることが重要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全国と比較して、Ⅾ層（下位）の割合は少ない傾向にあるが、算数・数学、 

英語においてはＡ層の割合も少ない。 

○領域や観点によって、全国平均を下回っているものもあるが、全国の傾向と大

きな違いはない。 
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条件の一つ目の二つの要素を満たしていない誤答が57.4％ 



（2）小学校算数 

    ・他の領域に比べ、図形領域に課題が見られる。特に、高さが等しい三角形につい

て、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数を用いて

記述すること（府正答率19.5％）に課題がある。 

    ⇒三角形の面積をただ公式に当てはめて求めるだけではなく、日常の場面に対応さ

せたり、言語を用いて互いに説明し合ったりする指導することが重要。 
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具体的な高さを示さずに記述したり、高さについて捉えられていなかったりした誤答

が23.1％ 



（3）中学校国語 

    ・書くことの領域に課題が見られる。レポートの下書きの一部について、文の一部

を直す意図として適切なものを捉えること（府正答率54.6％）に課題がある。 

    ⇒書くことの学習では、相手意識と目的意識を踏まえて書くことが重要。推敲の場

面では、その目的と相手に合った書き表し方ができているかという意識で取り組

むよう指導することが重要。 
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「３『判じ絵』に興味をもったきっかけを明確にしようとした。」の誤答が29.4％ 



（4）中学校数学 

    ・複数の集団のデータの分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数学的な表現を 

用いて説明すること（府正答率32.3％）に課題が見られる。 

    ⇒四分位範囲や箱ひげ図についての学習の際には、それらが意味することについ 

て、交流し、言語化させるなどの工夫が重要。 
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「2006年～2020年の黄葉日は、1991年～2005年

の黄葉日より遅くなっている傾向にある」と主

張することができる理由を説明することが求め

られているのに、箱ひげ図から読み取れること

のみ記述している誤答が15.2％であり、無回答

が18.4％ 



（5）中学校英語 

    ・書くことの領域に課題が見られる。与えられた英語を適切な形に変えたり、不足

している語を補ったりして、会話が成り立つように英文を完成させること（府正

答率23.2％）に課題がある。 

    ⇒目的・場面・状況を踏まえた言語活動を位置付け、授業を展開することが重要。 
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疑問詞 where を用いているが、一般動詞の２人称単数過去形以外の疑問文を書いてい

る誤答が28.9％ 


